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評価実習（３年次）学生評価表
北海道医療大学 リハビリテーション科学部 作業療法学科






実習期間　令和　　　年　　月　　日     ～　　　月　　日













　

学生番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学生氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実習施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
実習指導者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本評価表の評定基準
　５：とてもよくできる
　４：よくできる
　３：できる
　２：少しできる
　１：できない
　



	Ⅰ．実習学生としての適性

	１
	常識的態度や責任のある行動をとる
時間や約束を守ることができる
その場にふさわしい服装や身なりを整えることができる
礼儀正しい行動をとることができる
守秘義務を果たすことができる
	５ ４ ３ ２ １

	２
	対象者およびその家族と望ましい人間関係をもつ
対象者および家族の訴えを聞くことができる
対象者および家族の訴えを説明することができる
	５ ４ ３ ２ １

	３
	関連職種と連携をとる
関連職種とコミュニケーションをとることができる
実習施設における規律を守り、実習指導者の指示に従うことができる
必要に応じて指導者に相談を求め、適切に行動することができる
	５ ４ ３ ２ １

	４
	意欲的に取り組む姿勢（探究心・創造性）を持つ
疑問点について列挙することができる
必要に応じて文献や資料を収集することができる
必要に応じて質問することができる
自分の意見を述べることができる　
	５ ４ ３ ２ １

	
	

	

	Ⅱ．評価

	１
	評価計画を立てる
対象者に応じた評価手段（情報収集・面接・観察・検査測定）を選択することができる
選択した評価手段の実施計画（手順や期間など）をたてることができる
	５ ４ ３ ２ １

	
	
	

	２
	評価を実施する
必要な機器や道具などを事前に準備することができる
対象者に対して適切なオリエンテーションを実施することができる
選択した評価内容を実施することできる
対象者の状態に配慮した対応ができる
	５ ４ ３ ２ １

	3
	評価結果から肯定的側面（利点）と否定的側面（問題点）を抽出する
心身機能と身体構造について抽出することができる
活動や参加について抽出することができる
環境因子と個人因子について抽出することができる
	５ ４ ３ ２ １

	4
	評価結果を整理し対象者の全体像をまとめる
生活機能と利点・問題点との相互関係をまとめることができる
作業療法で取り組むべき課題（利点と問題点）を選択することができる
選択した課題に優先順位をつけることができる
	５ ４ ３ ２ １

	


	Ⅲ．作業療法計画

	1
	リハビリテーションゴールおよび長期目標・短期目標を設定する
リハビリテーションゴールを設定することができる
リハビリテーションゴールに沿った作業療法目標（長期目標・短期目標）を設定することができる
	５ ４ ３ ２ １

	2
	治療・指導・援助を計画する
治療・指導・援助の優先順位を設定することができる
治療・指導・援助のリスクを説明することができる
目標に沿って治療・指導・援助の期間を設定することができる
他部門と連絡調整することができる
	５ ４ ３ ２ １



	Ⅳ．記録・報告

	1
	記録する
記録すべき事項を選択することができる
専門用語を用いて適切に記録することができる
	５ ４ ３ ２ １

	2
	報告する
報告すべき事項を選択することができる
専門用語を用いて適切に報告することができる
	５ ４ ３ ２ １




	Ⅴ．組織・運営

	1
	組織の概要を理解する
地域における施設の機能と役割について説明することができる
施設における作業療法士の役割について説明することができる
他職種と作業療法士の関係を説明することができる
	５ ４ ３ ２ １

	2
	業務の概要を理解する
備品・カルテ・書類など必要な業務を説明することができる
備品・カルテ・書類などを取り扱うことができる
	５ ４ ３ ２ １




本学生の得意・不得意分野、作業療法士としての今後の課題などについてご記入願います。
	総　評

	























評価年月日　令和　　　年　　月　　日
実習指導者名　　　　　　　　　　　　

実習学生署名　　　　　　　　　　　　
